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筑後川流域の概要

○筑後川はその流域が熊本県、大分県、福岡県及び佐賀県の４県、１８市１２町１村にまたがる幹川流路延長143㎞、流域
面積2,860km2の一級河川である。

〇上流域は火山性の高原と盆地が形成され中流域には広大な筑紫平野が広がる。
〇下流域は有明海の潮汐の影響を受け、軟弱な粘土層が厚く堆積する干拓地が広がる。

流域面積(集水面積):2,860km2

幹川流路延長 :143km

流域内人口 :約111万人

想定氾濫区域面積 :約653km2

想定氾濫区域内人口:約70万人

主な市町村：久留米市、佐賀市、

日田市 等

流域及び氾濫域の諸元

降雨特性

■降水量の大部分は、梅雨期から台風
期（６～９月）に集中

■年平均降水量は、約2,800mmで、全
国平均（約1,700mm）の1.6倍

流域図

平均月別降水量 （2007～2016年の10年間）

久留米 日田
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※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

天気図（７月７日 ３時頃 気象庁ＨＰより）
）

7/5 17:00～7/8 05:00累積レーダ雨量
（統一河川情報システムより作成した図を加工し、氾濫危険水位を超過した水系を黒色標記）

筑後川

下筌雨量観測所（国）
812mm(7/5 17:00～7/8 05:00)

気象・降雨の概要

○７月５日（日）から８日（水）にかけて、梅雨前線の活発な活動により九州北部の広範囲に強い雨域がかかり、 多くの雨
量観測所で観測史上最多の雨量を観測する記録的な大雨となりました。
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本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

H30.7.6

（くるめ）

氾濫危険水位を超過した観測所

片ノ瀬

杖立

荒瀬

中央橋

小渕

久留米雨量観測所

三隈雨量観測所

鯛生雨量観測所

雨量の状況（筑後川流域）
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○筑後川流域では、鯛生（たいお）、三隈（みくま）、久留米（くるめ）雨量観測所において、近年の主な出水
と同等若しくは上回る２４時間雨量を観測しました。



水位の状況（片ノ瀬）
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水位の状況（片ノ瀬）
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現象発生箇所の概要

■位置図

■平面図

〇筑後川右岸39k600付近において、７月７日１０時５０分頃に堤内地側（宅地側）でパイピングと思われる現象を確認。
〇応急対策として７月７日２１時頃に月ノ輪工の設置を完了。

現象発生箇所①

現象発生箇所

撮影日2020.7.7 10時50分頃

筑後川
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現象発生箇所②

現象発生箇所③

現象発生箇所①

現象発生箇所② 現象発生箇所③

撮影日2020.7.10 撮影日2020.7.10



現象発生箇所の地形状況

現象発生箇所①

〇現象発生箇所は、治水地形分類図で氾濫平野に分類されている。

■治水地形分類図
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現象発生箇所②

現象発生箇所③

39.9

39.9

39.7

39.7



現象発生箇所の地質状況①

堤防

堤内側（その１）

堤外側

○既往の耐浸透性能照査の解析断面位置は以下のとおり。

８



現象発生箇所の地質状況②

筑後川右岸39k400～40k000における地質縦断図

検討断面

39/400+100

検討断面

39/600

検討断面

39/800+100

検討断面

39/800

＜川表のり尻部縦断図＞

＜堤防天端縦断図＞

＜川裏のり尻部縦断図＞

NG：G/W=0.987OK：G/W=1.213 NG：G/W=0.747 NG：G/W=0.387

○耐浸透性能照査の結果、基礎地盤の揚圧力に対し、川裏被覆土厚が薄いため浸透(パイピング)破壊：NG [G/W]となる。
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現象発生箇所① 現象発生箇所② 現象発生箇所③



現象発生箇所の地質状況③【筑後川右岸３９ｋ６００】

○耐浸透性能照査の結果、すべり破壊：OK、浸透(パイピング)破壊：NG [G/W=0.987＜1.00]となる。

表のり：Fs=2.022＞1.00 … OK

裏のり：Fs=2.229＞1.32 … OK
揚圧力：G/W=0.987 ＜ 1.00 … NG
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詳細点検結果における必要な対策工法【筑後川右岸３９ｋ６００】

○地質状況を踏まえた耐浸透対策工法は「川表遮水工(遮水矢板)＋計画堤防高盛土(緩傾斜堤防)」である。

揚圧力：G/W=1.274 ＞1.00 … OK

解析断面図対策範囲平面図

地層縦断図
浸透解析結果

39k600 40k000

遮水矢板
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現象発生箇所の地質状況④ 【筑後川右岸３９ｋ８００】

○耐浸透性能照査の結果、すべり破壊：OK、浸透(パイピング)破壊：NG [G/W=0.747＜1.00]となる。

表のり：Fs=1.999＞1.00 … OK

裏のり：Fs=2.112＞1.32 … OK

揚圧力：G/W=0.747＜ 1.00 … NG
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詳細点検結果における必要な対策工法【筑後川右岸３９ｋ８００】

○地質状況を踏まえた耐浸透対策工法は「川表遮水工(遮水矢板)＋計画堤防高盛土(緩傾斜堤防)」である。

揚圧力：G/W=1.163 ＞1.00 … OK

解析断面図対策範囲平面図

地層縦断図
浸透解析結果

39k600 40k000

遮水矢板
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現象発生箇所の地質状況⑤ 【筑後川右岸３９ｋ９００】

○耐浸透性能照査の結果、すべり破壊：OK、浸透(パイピング)破壊：NG [G/W=0.387＜1.00]となる。

表のり：Fs=1.981＞1.00 … OK

裏のり：Fs=1.973＞1.32 … OK

揚圧力：G/W=0.387＜ 1.00 … NG
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詳細点検結果における必要な対策工法【筑後川右岸３９ｋ９００】

○地質状況を踏まえた耐浸透対策工法は「川表遮水工(遮水矢板、表のり被覆工)＋計画堤防高盛土(緩傾斜堤防)」である。

揚圧力：G/W=1.010 ＞1.00 … OK

解析断面図対策範囲平面図

地層縦断図
浸透解析結果

39k600 40k000

遮水矢板

表のり被覆工
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現象発生箇所の現地状況【現象発生箇所①】

７月７日撮影 ７月７日撮影

○筑後川右岸39k600付近において、７月７日１０時５０分頃に堤内地側でパイピングと思われる現象が発生。同日午後、応
急対策に着手。 （上段写真）

○筑後川右岸39k600付近の応急対策工事を同日２１時００分に完了。（下段写真）

７月８日撮影 ７月８日撮影 １６



現象発生箇所の現地状況【現象発生箇所①】
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７月９日撮影 ７月９日撮影

○筑後川右岸39k600付近における応急対策工事後の砕石投入。(上段写真)
○筑後川右岸39k600付近におけるパイピングに対する応急対策後。(下段写真)

７月１０日撮影 ７月１０日撮影



現象発生箇所の現地状況【現象発生箇所②】

１８７月１０日撮影 ７月１０日撮影

○筑後川右岸39k700付近において、 ７月８日１１時３０分頃に噴砂を確認。（上段写真）
○筑後川右岸39k700付近における噴砂に対する応急対策後。（下段写真）

左側写真の赤枠部近景

７月８日撮影 ７月８日撮影



現象発生箇所の現地状況【現象発生箇所③】
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７月１０日撮影

７月１０日撮影 ７月１０日撮影

７月１０日撮影

○筑後川右岸39k900付近において、 ７月１０日１０時４０分頃に数ヶ所の噴砂を確認。



メカニズムの分析

＜地形地質的要因＞
・堤内地盤高は直下流の宅地に比べて低い
・基礎地盤上部As層の透水係数は非常に高い
・堤体土及び表土は透水性の低い粘性土層であり、基礎地盤表層
を被覆している

＜メカニズム＞
・河川水位の上昇及び降雨浸透により基礎地盤内の水位が上昇
・川裏法尻付近の表土底面に作用する水圧が上載荷重を上回り
表土を突き破って湧出

・現地で確認できた噴砂はわずかであり、空気(エアブロー)で
あることが推定される

【推定されるメカニズム】
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対策工(案)について

○今後の整備内容・・・川表遮水工(遮水矢板、表のり被覆工) ＋ 計画堤防高盛土(緩傾斜堤防)

対策工横断図

対策工平面図 対策工地層縦断図

39k800+10039k600

遮水矢板
表のり被覆工

遮水矢板
２１


